
       １０月の主な行事予定 

２日 （月） くまなびスクール 

３日 （火） SC 来校日 

４日 （水） ４年和太鼓体験 

 ６日 （金） 運動会準備（6 年）４時間（1～5年） 

７日 （土） 運動会(予備日８日・１０日・１１日) 

１０日 （火） SSW 来校日 

１１日 （水） ４時間授業 

１２日 （木） 就学時健康診断 ３時間  

１６日 （月） くまなびスクール 

１７日 （火） １年どんぐり拾い 

１９日 （木） 前期終業式 ４時間給食あり 

  秋季休業日（２０～２２日） 

２３日 (月) 後期始業式 ４時間給食あり 

２５日 (水) ４時間授業 

２６日 (木) 修学旅行保護者説明会 

２７日 (金) 特別日課５時間 

２８日 (土) ３時間給食なし 市委嘱研究発表 

３１日 

 

(火) 

 

フリー参観日 SC 来校日 

 

 

令和５年度 ９月号 

熊谷市立玉井小学校 

児童数４０６人（８月３１日現在） 

ＴＥＬ５３２－３９８６ 

ＦＡＸ５３０－１２４８ 

玉 の 井 
ＵＲＬ http://www.tamai-e.ed.jp/     Ｅ-mail  ta001@tamai-e.ed.jp 

＜学校教育目標＞

自立 貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「元をたどりなさい。それが本当の感謝」（花巻東高校野球部 佐々木洋監督） 
 

校長  小林 淳志 
 

例年 8月 23日頃は、二十四節気の「処暑（しょしょ）」です。「処暑」

とは、読んで字のごとく「夏が過ぎる頃」という意味で、暦の上では秋

です。江戸時代に太玄斎（常陸宍戸藩の第 5 代藩主松平頼救）が記し

た暦についての解説書「こよみ便覧」においても、「処暑」が昔から暑

さが静まってくる頃と記されていたようです。一方で、「処暑」の頃は

昔から台風が来やすい時期とされていました。先日も台風７号が近畿

地方を縦断し、特に西日本や新幹線の運行に大きな被害をもたらした

のは記憶に新しいところです。いずれにしても暦の上で秋とはいえ、

残暑が厳しい今年は、この後もまだまだ暑い日が続きそうです。 
 

暑い夏といえば、今年の夏も、我が家のテレビの主役はもっぱ 

ら「夏の高校野球」でした。わが埼玉県代表の浦和学院高校は、 

残念ながら１回戦で負けてしまいましたが、各県代表のチーム同 

士の白熱した試合と選手たちの人間ドラマに涙腺を熱くして応援 

しておりました。そのようななか、準決勝まで勝ち上がっている 

（8/18現在）岩手県代表の花巻東高校の選手たちのある習慣を伝えるニュースが目 

に留まりました。それは、「送迎バスに乗車する際、入り口付近で立ち止まると素早く

靴を脱ぎ、底についた土やごみを丁寧に払って次々に乗り込んでいく」というものでし

た。その理由は「学校で用意してもらった野球部専用のバスに対しての深い感謝の気持

ちとピカピカの状態でバスを後輩に譲り渡すため、清潔に使用する意識と行動が自然発

生的に生まれた」もので、これは「普段の生活の中での気付きや周囲への気遣いは、小

さなことであってもグラウンドの結果に反映される、佐々木洋監督が常に言っているこ

とに通じる」のだそうです。佐々木洋監督とは花巻東高校野球部監督で、アメリカメジ

ャーリーグで活躍している大谷翔平選手や菊池雄星選手の恩師でもあります。「どうし

たらこんな素晴らしい生徒に育つのか？」私は、佐々木洋監督のことが気になって、い

ろいろ調べたところ、次のような言葉に出会いました。それが「元をたどりなさい。そ

れが本当の感謝。」という言葉です。この言葉は、かつて甲子園で活躍し、ドラフトに

も指名された当校の生徒に向けて話した言葉で、どれだけの人にお世話になったのかを

忘れ、すべて自分の実力だと勘違いしてしまわないように、いつでも謙虚に感謝の気持

ちを忘れてはいけないということを伝えたのだそうです。すべては、そこが基本だなあ

と感じるとともに、私自身の心を見つめ直す契機にもなりました。 

さて、長かった夏休みもまもなく終わり、前期後半が始まりま

す。いろいろなことに積極的にチャレンジし、主体的で有意義な

夏休みが送れたことと思います。そして、その裏には、きっと家

族や地域の方々の支えがあったはずです。児童の皆さんには、そ

の経験を活かしながらも、まずは家族や地域の方々へ、そして学

級の仲間や先生方への感謝の気持ちを忘れずに、前期後半をスタ

ートさせてほしいです。保護者・地域の皆様、引き続き、ご支援、

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

９月の主な行事予定 

1 金 
たてわり活動 避難訓練 委員会 

教育実習開始① 

2 土  

3 日  

4 月 くまなびスクール 教育実習開始②  

5 火 
校外水泳授業（２．１．６年） 

スクールカウンセラー来校日  

スクールソーシャルワーカー来校日  

6 水 
特別日課５時間 小中合同一斉下校 

１４：３０下校 校内絵画制作会  

PTA全体委員会１４:３０ 

7 木 
ＪＲＣの日・アルミ缶回収日  

５年タグラグビー教室 

8 金 
ＪＲＣの日・アルミ缶回収日 登校指導 

３～６年能楽ワークショップ 代表委員会 

クラブ 

9 土 第２回高柳子供会資源回収 

10 日  

11 月 くまなびスクール 

12 火 校外水泳授業（２．１．６年） 

13 水 ４時間授業 １３:４０下校 

14 木 特別支援学級校外学習 

15 金 レインボータイム クラブ 

16 土 玉井中学校体育祭 

17 日  

18 月 敬老の日 玉井地区敬老会式典（各会場） 

19 火  

20 水  

21 木 特別日課５時間 14:30 下校 教育相談日 

22 金 たてわり活動 クラブ 

23 土 秋分の日 

24 日  

25 月 
学校巡回公演(能楽)5・6 校時  

全校１５：３０下校  くまなびスクール  

26 火  

27 水 
４時間授業 １３:４０下校  

OBL（５・６年外国語） 

28 木 
タグラグビー普及啓発事業 

特別支援学級校外学習 

29 金 ２年校外学習 代表委員会 委員会 

30 土  

 
  

 子供たちの心に種を蒔こう 
道徳科主任 

今回は、道徳の紹介です。道徳の時間は、教科書に答えが載っていない問題が多く出

されます。「Ａさんのしたことをどう思うか？」「もしも自分だったらどうするか？」「Ａ

さんが逆のことをしていたらどうなったか？」など、子供たちの心に考える種を蒔いて

いくのです。Ａさんの言動をもとにして、自分が今まで経験してきた善悪の判断理由や

人として大切なことを問われます。道徳の正解は１つではありません。人によっていろ

いろな見方・考え方をすること、また、人として大切なこと、大切とわかっていてもな

かなか実現できない葛藤や人間の弱さなどを知っていく時間になればと考えて授業に臨

んでいます。 

道徳の学習のような問いを感じる場面は、学校だけでなく、家庭や

地域社会の中にも多々あります。ぜひ、ご家庭でも「○○についてど

う思う？」「こんな時どうする？」とお子さんと話す時間をもってみて

はいかがでしょうか。きっと、お子さんの良さに気付いたり、視野を

広げたりするきっかけになると思います。 


